
現　況　値

（計画策定時） （計画策定時） （変更後）

上
方
修
正

［指標No.16］
福島県芸術祭参加行事数

※福島県芸術祭に主催行事及び参加
行事として参加した行事数

[平成23年]
47行事以上

[平成32年]
87行事以上

▶

［平成32年］
108行事以上

[変更理由]
既に現行の目標値を達
成したため
（平成28年度：100事業）
[変更後⽬標値の根拠]
直近値を基準とし、毎
年一定数増加させるこ
とを目標とする

福島県文化振
興基本計画
［H29年3月改定］

上
方
修
正

［指標No.21］
県民カレッジ受講者数

※県民カレッジとは、多様な学習ニーズ
に対応するため、県、市町村、大学、民
間教育機関等が連携・協力して行う学習
活動等

[平成23年]
54,532人

[平成32年]
65,000人

▶

［平成32年］
110,000人

[変更理由]
既に現行の目標値を達
成したため
（平成27年度：107,380人）
[変更後⽬標値の根拠]
今後は直近の参加者
数を基に同水準を目標
とする

福島県生涯学
習基本計画
［H29年3月改定］

上
方
修
正

［指標No.75］
離職者等再就職訓練修了
者の就職率

※県が実施する離職者等再就職訓練を
修了した者等のうち、就職した者の割合

[平成23年度]
60.7％

[平成32年度]
65.0％ ▶

[平成32年度]
81.0％

[変更理由]
既に現行の目標値を達
成したため
（平成27年度：74.3％）
[変更後⽬標値の根拠]
直近値をもとに目標値
を設定

福島県商工業
振興基本計画｢
新生ふくしま産
業プラン｣
［H29年3月改定］

上
方
修
正

［指標No.78］
県内の外国人宿泊者数

※外国人旅行者等が、本県にどの程度
来ているかを示す指標

[平成23年]
27,540人泊

[平成32年]
130,000人泊

▶

[平成32年]
200,000人泊

[変更理由]
H28に施行された東北
観光復興対策交付金
や東京オリンピック・パ
ラリンピック等の追い風
を考慮したたため
（平成28年：71,820人）
[変更後⽬標値の根拠]
H28.6月までの統計の
伸び率をもとに4年後の
目標値を設定

福島県商工業
振興基本計画｢
新生ふくしま産
業プラン｣
［H29年3月改定］

上
方
修
正

［指標No.81］
ふくしまファンクラブ会員数

※ふくしまファンクラブとは、どなたでも
入会できる福島の応援団。会員向け割
引やサービスなどの特典あり

[平成23年度]
6,368人

[平成32年度]
12,100人 ▶

[平成32年度]
17,000人

[変更理由]
既に現行の目標値を達
成したため
（平成28年度：16,199人）
[変更後⽬標値の根拠]
直近の増加数を目標に
設定

福島県商工業
振興基本計画｢
新生ふくしま産
業プラン｣
［H29年3月改定］

上
方
修
正

［指標No.82］
福が満開福しま暮らし情報
センターにおける相談件数

※NPO法人ふるさと回帰支援センター
内（有楽町）に開設する定住・二地域居
住及､ＵＩターン就職に関する総合窓口

[平成23年]
4,988件以上

※H23は一時的な増加

[平成32年]
2,550件以上 ▶

[平成32年]
5,200件以上

[変更理由]
既に現行の目標値を達

成したため
（平成28年：3,623件）

[変更後⽬標値の根拠]
対前年度 ５～１０％の
伸び率を設定

福島県商工業
振興基本計画｢
新生ふくしま産
業プラン｣
［H29年3月改定］

確
　
定

［指標No.98］
麻しん予防接種率
（第1期：1歳児）

※予防接種法に基づく対象年齢層にお
ける予防接種割合

[平成23年度]
88.7％

[平成32年度]
上昇の方向
で検討中 ▶

[平成32年度]
98％以上

[変更理由]
国の（全国的な）目標値
(95％)を達成したため
[変更後⽬標値の根拠]
平成26年度に97.4％と
いう高水準の接種率を
達成できたことから、こ
れをさらに上回る目標
値98％を設定

福島県安全で
安心な県づくり
の推進に関する
基本計画
［H29年3月改定］

確
　
定

［指標No.98］
麻しん予防接種率
（第2期：年長児）

※予防接種法に基づく対象年齢層にお
ける予防接種割合

[平成23年度]
85.4％

[平成32年度]
上昇の方向
で検討中

▶
[平成32年度]
98％以上

[変更理由]
国の（全国的な）目標値
(95％)を達成したため
[変更後⽬標値の根拠]
第１期の目標値に合わ
せて98％に設定

福島県安全で
安心な県づくり
の推進に関する
基本計画
［H29年3月改定］

目　標　値
指標の名称

変更の理由
及び

変更後目標値の根拠

対応する
部門別計画

等
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［指標No.118］
交通事故死傷者数

11,949人

[平成32年度]
9,700人以下

▶

[平成32年度]
6,300人以下

[変更理由]
 　福島県交通安全計
画（第10次）策定のため
[変更後⽬標値の根拠]
　県計画は、国の交通
安全基本計画に基づき
作成することとされてい
ることから、国が設定し
た目標値と同じ減少率
により算出

福島県交通安
全計画
［H28年5月改定］

福島県安全で
安心な県づくり
の推進に関する
基本計画
［H29年3月改定］

確
　
定

［指標No.128］
除染特別地域における住
宅除染の進捗率

※住宅除染の計画戸数に占める実績
戸数の割合
（国直轄除染地域）

-

[平成32年度]
各年度において

100％
▶

[平成28年度]
各年度において

100％

[変更理由]
　国の示した計画との
整合性を図るため
[変更後⽬標値の根拠]
　国において示した市
町村除染実施計画の
最終年度であり、除染
特別地域における面的
除染は平成28年度末
で終了したため

福島県環境基
本計画
［H29年3月改定］

福島県安全で
安心な県づくり
の推進に関する
基本計画
［H29年3月改定］

確
　
定

［指標No.153］
自殺者数 [平成23年]

502人

[平成32年]
減少の方向
で検討中

▶

[平成33年]
350人以下

[変更理由]
国の自殺総合対策大
綱との整合性を図るた
め
[変更後⽬標値の根拠]
国と同様の減少を目指
すため、平成27年度の
本県の自殺死亡率
21.6％を平成33年まで
に19.4％以下（実数で
353人）とする

第三次福島県
自殺対策推進
行動計画
［H29年3月改定］

福島県安全で
安心な県づくり
の推進に関する
基本計画
［H29年3月改定］

上
方
修
正

［指標No.166］
温室効果ガス排出量

※平成２年度と比較した県内の年間温
室効果ガス排出量

[平成21年度]
96.2％

（平成2年度比）

[平成32年度]
92.0％

（平成2年度比）

▶

[平成32年度]
75.0％

（平成25年度比）

[変更理由]
　「パリ協定」の合意、
国の「地球温暖化対策
計画」の策定を踏まえ、
県の「地球温暖化対策
推進計画」を見直した
ため
[変更後⽬標値の根拠]
　基準年度を国の計画
と同じ平成25年度に変
更
　国計画と同等の取
組、県独自の追加的努
力、再エネ、森林吸収
量による削減分を積算

福島県地球温
暖化対策推進
計画
［H29年3月改定］

福島県環境基
本計画
［H29年3月改定］

確
　
定

［指標No.171］
産業廃棄物の排出量、 減
 量化・再生利用率

※（排出量）産業廃棄物処理業者実績、
多量排出事業者実績、電気業からのば
いじん量、鉱業及び水道からの汚泥量。
（ 減量化・再生利用率） （減量化量＋再
生利用量 ）÷産業廃棄物の排出量×
100

[平成22年度]
排出量
7,994千t

減量化・再生利用率

91.0％

[平成27年度]
排出量

8,305千t以下

減量化・再生利用率

92.0%以上

[平成32年度]
排出量

8,250千t以下

再生利用率

51.0%以上

[変更理由]
　国の基本方針や、県
内の廃棄物排出処理
状況の将来予測等を踏
まえ、県廃棄物処理計
画の目標値を見直した
ため
　減量化率は、循環型
社会推進の観点から、
減量化よりも再生利用
を優先すべきことから、
目標値から除いた
[変更後⽬標値の根拠]
　廃棄物の排出処理状
況実態調査による将来
予測等を踏まえて目標
値を設定

福島県環境基
本計画
［H29年3月改定］

▶


